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病　歴：牛，黒毛和種，5 日齢，雄。2017 年 3 月 30
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病　歴：牛，交雑種，8 ～ 12 カ月齢，去勢雄。当該









































３． 牛流産胎子のHelcococcus kunzii と酵母様物が
みられた化膿性組織球性気管支肺炎
提出者：岡田大輔（鹿児島県）
病　歴：牛，黒毛和種，胎齢 223 日，雄。繁殖牛 180 頭，






3 月に異常産 4 種混合ワクチンが接種されていた。
剖検所見：死亡胎子の体重は約 20kg，左右の眼球に
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1 月 10 日採材：GOT 272 IU/L，GGT 68 IU/L，ＩＰ 9.1 
mg/dl ,Ca 15.7 mg/dl
１月18日採材：GOT 186 IU/L，GGT 105 IU/L，ＩＰ 6.1 










病　歴：牛，交雑種，28 日齢，雌。2016 年 4 月 12 日
に搾乳牛 34 頭を飼育する酪農家で 10 日齢子牛 1 頭が白

























生化学的検査：RBC 671 × 104/µl（有棘赤血球の出現），
Ht 29 ％，WBC 24,400/µl（ 単 球 16 ％），GOT 111U/
L，GGT 848U/L，ALP >3,500IU/L，T-Bil 7.7mg/dl，









６.  牛の左卵巣の乳頭状腺腫および B細胞リンパ腫，右
卵巣のCall Exner Body 様構造
提出者：豊島　靖（沖縄県）
病　歴：牛，黒毛和種，15 歳，雌。2016 年 11 月頃か



















体，卵胞の間に，Call Exner body（図 6C）や砂腫小体
を含む小卵胞型構造がみられた。免疫組織化学的染色（ポ
リマー法）により，左卵巣の上皮様細胞は，抗 Anti ‒
Mullerian Hormone 抗体（sc-6886: Santa Cruz）に陰性，
抗 Cytokeratin AE1/AE3 抗体（AE1/AE3: Dako）に陽
性反応を示した。一方，抗 Vimentin 抗体（V9: Dako）
や抗 Desumin 抗体（D33: Dako），抗 Inhibin Alpha 抗体
（R1: LsBio）， 抗 Alpha Fetprotein 抗 体　（rabbit, poly:
Dako）には陰性反応を示した。胞巣状腫瘍内部の異型
リンパ球様細胞の殆どは，抗 CD20 抗体（SP32: Spring）















右卵巣でみられた Call Exner body は正常な高齢牛でも






肉用馬 11 頭を飼養する肥育農場で，2016 年 11 月 26 日
から 30 日にかけて食欲不振，水様性下痢を呈して 4 頭
死亡した。11 月 30 日には死亡馬 1 頭について，12 月 5
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び気管スワブから馬ヘルペスウイルス 1 型および 4 型
特異遺伝子は検出されなかった。細菌学的検査では，
脳，主要臓器および腸内容から，Salmonella 属菌、C. 












病　歴：豚，WL 種，70 日齢，去勢。2016 年 12 月か
ら 2017 年 2 月にかけて母豚 265 頭規模の一貫養豚場で
















































病　歴：豚，LWD，6 カ月齢，性別不明。2017 年 5
月に飼養頭数 1,500 頭規模の一貫経営農場で発育不良豚







































年 3 月，肉用鶏農場（約 36,000 羽飼養）の 2 鶏舎 4 鶏
群（24,000 羽）で死亡羽数が増加し，管理獣医師から当
所に病性鑑定の依頼があった。
剖検所見：剖検した 17 羽中 2 羽の胸腹腔漿膜に軽度
の混濁がみられた。病理組織学的検査を行った 8 羽のう
















病原検索：細菌学的検査では，3 羽で O143 型，3 羽
























































病　歴：鶏，採卵鶏，567 日齢，雌。約 92,000 羽を飼
養する採卵鶏農場で 2016 年 12 月 26 日に１棟の鶏舎で
約 50 羽がまとまって死亡しているとの通報があり，病
性鑑定を実施した。
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図 2：牛のFusobacterium necrophorum およびTrueperella  
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図 6：牛の左卵巣の乳頭状腺腫および B 細胞リンパ腫，







右卵巣には PAS 反応陽性物質を囲んだ Call Exner body
様構造物がみられる。多糖類染色（PAS 反応）。
九州・山口・沖縄等各県および動物検疫所病理担当者，農研機構 動物衛生研究部門九州研究拠点
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図 11：鶏の腎臓における多発性痛風結節 
A：腎臓皮質の尿細管上皮の変性や壊死，扁平化がみら
れ，間質には線維化，偽好酸球および単核球の浸潤が認
められる。一部の尿細管腔に偽好酸球などの白血球円柱
が認められる。H&E 染色。B：尿細管腔には針状の好酸
性結晶物の沈着が認められ，偽好酸球が取り囲んでいる。
H&E 染色。
図 12：採卵鶏の高病原性鳥インフルエンザ ウイルス
（H5N6）による卵巣の多発性巣状壊死
A：卵巣の卵胞膜層や一部顆粒層に核濃縮や核消失を伴う
巣状壊死が多発し，単核細胞の浸潤が認められる。H&E
染色。B：抗 A 型インフルエンザウイルスモノクローナル
抗体を用いた免疫組織化学的染色で壊死巣や炎症細胞の
他，表在上皮や血管内皮細胞，平滑筋細胞等に陽性反応
が認められる。ポリマー法。
